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日野市
環境共生部
緑と清流課

環境共生部として４度目となる環境月間は「水と緑を引き継ぐまち ひの」をテー

マに、広く環境に関する催しを行ってまいりました。

緑と清流課においては、例年に引き続き ①緑と清流ポスターの展示 ②日野用水ク

リーンデーを実施いたしました。今年度の活動をそれぞれご紹介します。

市内の小・中学校の生徒が「緑と清流」をテーマに描いたポスターを市役所本庁１階に

展示しました。

日 程：（小学生の部）10月１日（水）～10月17日（金）

（中学生の部）10月20日（月）～10月29日（水）

緑緑とと清清流流ポポススタターーのの展展示示

日野用水クリーンデー
市民の方の参加を募り、日野用水の清掃活動を

おこなう催しです。今年度は、約15

名の市民に参加していただけました。

ご協力ありがとうございました。

日 程：10月29日（水）

夏休みごみ探検隊（施設課）

７月23日（水）～７月25日（金）

クリーンセンター環境展（ごみゼロ推進課）

10月１日（水）～10月30日（木）

ごみ減量ポスター展（施設課）

10月31日（金）～11月12日（水）

南平小学校 住原 芽生子

日野第三中学校 阿座上 結衣

小小学学生生のの部部 最最優優秀秀賞賞 中中学学生生のの部部 最最優優秀秀賞賞

※受賞作品は２、３面でも紹介しています。

そそのの他他のの催催しし
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ススタターー
日野市環境月間の行事として、市内の小・中学

校の子どもたちへ緑と清流に関するポスターを募
集しました。令和７年度も694点の応募があり、
その中から選ばれた作品です。身のまわりの水辺
や緑へ対する子どもたちの思いが描かれています。

小小
学学
生生
のの
部部南
平
小
学
校

５
年

住
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芽
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子

最
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秀
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平
山
小
学
校

３
年
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更
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秀
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日
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第
八
小
学
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６
年

宮
本

多
笑
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秀
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南
平
小
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佳
作

佳 作

仲田小学校 ５年 竹内 優
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令和７年度 緑緑とと清清流流ポポ

小
学
生
の
部

中中
学学
生生
のの
部部

優
秀
賞

三
沢
中
学
校
２
年
岩
下

晴 佳
作

日
野
第
三
中
学
校
３
年
長
川
紗
季

日野第四中学校 ２年 岡本 有生

佳 作

日野第四中学校 ２年 入岡 こころ

優秀賞

日野第三中学校 ３年 阿座上 結衣

最優秀賞
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コンクーールル ～～ししぜぜんん・・ひひとと・・ままちち～～
あさかわ写真コンクールは、日野市と八王子市の両市を流れる浅川を、源流から多摩川の合流点までひ

とつの流域として捉え、良好な水辺環境と心豊かな浅川流域のまちづくりを目指すため、浅川流域連携事

業のひとつとして行っている催しです。

今年で14回目を迎えたあさかわ写真コンクールですが、今年は291点の応募があり、それぞれに撮影

者の浅川に対する思いを感じることができました。審査の結果８作品を入選作品としました。各作品への

想い、撮影時期、撮影場所はホームページで公開しております。

また、日野市では以下の日程で入選作品の展示を行う予定です。機会がありましたらお立ち寄りくだ

さい。 ※八王子市での展示については八王子市ホームページをご確認ください。

〈入選作品展示予定〉

・令和８年（2026年）１月14日（水曜日）～１月28日（水曜日）

平山季重
すえしげ

ふれあい館１階 平山図書館

・令和８年（2026年）２月２日（月曜日）～２月15日（日曜日）

イオンモール多摩平の森３階 プティマイン前

『浅川は未来の手の中に』 宮﨑 麻衣子

最最優優秀秀賞賞

優優秀秀賞賞

『はじまり』 小島 正司

ココニニカカミミノノルルタタ賞賞

『夕暮れを泳ぐ』 佐々木 陽介

京京王王電電鉄鉄賞賞

『ともに終点へ』 中嶋 隆久
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最優秀賞

宮﨑麻衣子 浅川は未来の手の中に

優秀賞

小島 正司 はじまり

佳 作

馬込 康子 浅川ふれあい橋とダイヤモンド富士

佐々木結衣 秋の入口

有賀雄一郎 ダイヤの軌跡

岸田 隆雄 春うらら卒業前の北浅川の土手

● 作品応募期間 令和７年（2025年）６月15日～８月15日

● 応募作品数 計 291作品

第第1144回回 ああささかかわわ写写真真ココンンククール

最優

https://www.city.hino.lg.jp/
kurashi/kankyo/mizumidori/
asakawa/index.html

あさかわ写真コンクール結果

優秀
佳佳 作作

『秋の入口』 佐々木 結衣

コニ

佳佳 作作

『浅川ふれあい橋とダイヤモンド富士』 馬込 康子

京王佳佳 作作

『ダイヤの軌跡』 有賀 雄一郎

佳佳 作作

『春うらら卒業前の北浅川の土手』 岸田 隆雄

コニカミノルタ賞

中嶋 隆久 ともに終点へ

京王電鉄賞

佐々木陽介 夕暮れを泳ぐ



●
落
川
林
間
公
園

（
街
区
公
園

207）

所
在
地

：

落
川

229他
／
開
園
日

：

令
和
４
年
４
月
１
日

こ
の
場
所
は
大
字
落
川
字
二
十

二
号
（
上
川
原

カ
ミ
ノ
カ
ワ
ラ）
で
、
も
と
は
千

代
田
区
七
生
自
然
学
園
と
し
て
千

代
田
区
の
校
外
活
動
の
場
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

自
然
学
園
が
廃
止
さ
れ
た
後
に
、

建
物
は
落
川
交
流

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

七
生
自
然
学
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

公
園
内
を
流
れ

て
い
る
水
路
は
浅

川
の
ふ
れ
あ
い
橋

上
流
か
ら
取
水
し

て
い
る
向
島
用
水

の
末
端
で
、
最
終

的
に
は
程
久
保
川

に
合
流
し
ま
す
。

●
マ
シ
イ
坂 ザ
カ公

園

（
街
区
公
園

208）

所
在
地

：

百
草

877－

９
／
開
園
日

：

令
和
４
年
５
月
１
日

こ
の
公
園
の
前
の
坂
を
下
っ
た

突
き
当
り
か
ら
百
草
八
幡
神
社
へ

登
る
坂
は
古
来
よ
り
マ
シ
イ
坂
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
現
百
草
園

の
位
置
に
存
在
し
て
い
た
松
連
寺

や
、
八
幡
の
山
号
「
桝
井
山
」
の

関
連
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
「
マ

シ
イ
」
は
当
時
付
近
に
あ
っ
た
年

間
通
し
て
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
湧

水
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

百
草
一
帯
は
鎌
倉
～
室
町
期
に

は
、
吉
冨
郷
と
し
て
、
関
戸
郷

（
現
多
摩
市
）
と
共
に
鶴
岡
八
幡

宮
の
所
領
で
、
百
草
八
幡
神
社
へ

奉
納
す
る
た
め
の
祭
田
や
修
復
作

業
場
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
０
６
２
年
源
頼
義
・
義
家
父

子
が
「
前
九
年
の
役
」
で
奥
州
下

向
の
折
に
マ
シ
イ
坂
を
通
り
、
百

草
八
幡
神
社
に
詣
で
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

「
マ
シ
イ
」
は
枡
井
・
桝
井
・

増
井
等
の
表
記
が
混
在
す
る
た
め
、

公
園
名
と
し
て
は
カ
タ
カ
ナ
表
記

と
し
ま
し
た
。
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公
園
名

の

由由由
来来来

（C）2017PASCOCORPORATION.
（C）2017INCREMENTPCORPORATION.
いかなる形式においても著作権者に無断でこの地図の全部または一部を複製し、利用することを固く禁じます。

日
野
市
で
は

10月
下
旬
か
ら

11月
中
旬
に
か
け
て
、
菊
花
展
、

菊
花
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
菊
に

ま
つ
わ
る
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
も
猛
暑
の
影
響
で

非
常
に
厳
し
い
育
成
環
境
で
し

た
が
、
携
わ
る
方
々
の
長
年
の

経
験
に
よ
る
栽
培
の
工
夫
や
、

丹
精
込
め
た
土
・
肥
料
づ
く
り

の
成
果
で
、
開
催
期
間
に
は
一

斉
に
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。
日

野
中
央
公
園
の
ス
テ
ー
ジ
を
中

心
に
人
形
な
ど
、
多
く
の
作
品

を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、
高
幡
不
動
尊
で
は
、

多
摩
地
域
最
大
の
規
模
で
あ
る

「
菊
ま
つ
り
」
が
今
年
も
開
催

さ
れ
、
多
く
の
菊
花
で
境
内
が

埋
め
尽
く
さ
れ
、
沢
山
の
方
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

写
真
は
日
野
中
央
公
園
の
ス

テ
ー
ジ
上
の
作
品
に
な
り
ま
す
。

市市市ののの花花花

「「「菊菊菊」」」ののの祭祭祭典典典

秋秋のの風風物物詩詩



市
で
は
、
「
日
野
市

み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
毎
年
５
月
（
春
）

と
11月

（
秋
）
の
最
終

日
曜
日
を
「
市
内
を
み

ん
な
で
き
れ
い
に
す
る

日
」
と
し
て
い
ま
す
。

市
内
一
斉
清
掃
は
自

治
会
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
、
様
々
な
団
体
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
実

施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
朝
早
く
か
ら
、
き
れ
い

な
ま
ち
を
維
持
し
よ
う
と
、
積
極

的
に
清
掃
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
は
日
野
第
五
小
学

校
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
多
摩
平
第

五
公
園
を
自
治
会
の
方
々
と
一
緒

に
清
掃
活
動
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

清
掃
活
動
を
通
じ
て
、
環
境
に

対
す
る
意
識
向
上
と
、
皆
さ
ん
の

交
流
を
深
め
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
強
め
る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
も
、
市
内
の
良
好
な
環
境

保
全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
は
、
令
和
８
年
５
月

31日

（
日
）
春
の
市
内
一
斉
清
掃
を
予

定
し
て
い
ま
す
。【
環
境
政
策
課
】

■
油
免
の
堰

―
旧
一
ノ
宮
用
水
取
水
口

―

前
号
で
取
り
上
げ
た
「
日
野
用

水
改
修
記
念
碑
」
は
日
野
市
域
の

北
西
、
八
王
子
市
と
の
境
に
あ
り

ま
す
。
今
回
は
そ
こ
か
ら
多
摩
川

を
下
り
、
浅
川
と
の
合
流
地
点
近

く
に
残
さ
れ
て
い
る
「
油
免
（
あ

ぶ
ら
め
ん
）
の
堰
」
を
紹
介
し
ま

す
。多
摩
川
と
浅
川
の
合
流
点
付
近

は
氾
濫
が
多
く
、
耕
作
地
と
し
て

適
さ
な
か
っ
た
の
で
、
年
貢
米
が

免
除
さ
れ
、
代
わ
り
に
油
菜
を
栽

培
し
、
燈
明
の
油
を
上
納
し
た
こ

と
か
ら
油
免
の
地
名
と
な
っ
た
、

と
の
説
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

京
王
百
草
園
駅
か
ら
北
へ
進
む

と
、
程
久
保
川
に
架
か
る
「
浅
川

橋
」
に
突
き
当
た
り
ま
す
。
川
は

そ
こ
か
ら

200ｍ
ほ
ど
下
流
で
多
摩

川
と
合
流
し
て
い
ま
す
。
川
に
沿
っ

た
八
重
桜
は
名
所
、
４
月
中
旬
が

見
頃
で
す
。
さ
ら
に
下
流
の
「
玉

川
橋
」
か
ら
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ

ジ
ム
の
裏
手
に
回
る
と
、
朽
ち
果

て
た
４
つ
の
水
門
が
見
え
て
き
ま

す
。
こ
れ
が
、
「
油
免
の
堰
」
で

す
。程
久
保
川
と
多
摩
川
の
合
流
地

点
に
位
置
す
る
「
油
免
の
堰
」
は
、

現
在
の
多
摩
市
一
ノ
宮
地
区
の
水

田
へ
引
く
一
ノ
宮
用
水
の
起
点
で

あ
り
、
こ
こ
か
ら
取
水
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

昭
和

40～

50年
代
に
か
け
て
程

久
保
川
は
流
域
の
宅
地
開
発
に
よ

り
、
大
規
模
河
川
改
修
事
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
旧
流
路

が
残
る
場
所
も
あ
り
、
堰
に
向
か
っ

て
左
手
に
は
旧
程
久
保
川
跡
が
見

え
て
い
ま
す
。
正
面
の
３
基
の
水

門
は
、
多
摩
川
へ
の
出
水
を
調
整

し
、
右
に
あ
る
小
さ
な
水
門
が
一

ノ
宮
用
水
の
取
水
口
で
し
た
。

旧
用
水
路
は
藪
に
包
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
先
を
た
ど
る
と
程
久
保

川
で
遮
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
用
水
の
流
路
を
追
う

と
、
対
岸
の
川
底
に
現
在
の
取
水

口
が
み
え
ま
す
。
こ
こ
か
ら
水
は

現
在
、
多
摩
市
が
設
置
し
た
ポ
ン

プ
場
で
汲
み
上
げ
ら
れ
昔
か
ら
の

水
路
へ
と
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
油
免
の
堰
」
は
旧
程
久
保
川

＝
都
管
理
地
に
位
置
し
て
い
た
た

め
に
撤
去
さ
れ
ず
に
、
往
時
の
姿

を
留
め
て
い
ま
す
。
今
は
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
時
代
変
容
を

教
え
て
く
れ
る
、
い
わ
ば
地
域
の

産
業
文
化
遺
産
と
し
て
の
役
割
を

担
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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由由
来来水水
辺辺
のの

ああ
るる
風風

景景
日日

野野

5500選選
選選
ばば
れれ
たた
水水

辺辺
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす

右
側
の
一
門
が
一
ノ
宮
用
水
の

取
り
入
れ
口

令令和和７７年年度度

秋秋のの一一斉斉清清掃掃

参加団体（組） 343

参加人数（人） 約17,400

収集量
（㎏）

可燃 28,860

不燃 480

市市

「「菊菊」」

秋の



２
０
２
５
年
９
月
に
、
都
内
の

生
態
系
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
恐
れ
の
あ
る
侵
略
的
外
来
種

を
ま
と
め
た
「
東
京
都
外
来
種
対

策
リ
ス
ト
２
０
２
５
」
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

●
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
と

ブ
ル
ー
リ
ス
ト

絶
滅
危
惧
種
の
リ
ス
ト
は
「
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

そ
れ
に
対
し
て
侵
略
的
外
来
種
の

リ
ス
ト
を
「
ブ
ル
ー
リ
ス
ト
」
と

も
呼
び
ま
す
。
生
物
多
様
性
を
保

全
す
る
た
め
に
は
、
外
来
種
の
対

策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に
、
生

態
系
や
人
間
生
活
に
も
大
き
な
被

害
や
影
響
を
与
え
る
外
来
種
は

「
侵
略
的
外
来
種
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
レ
ベ
ル
で
の
外
来
種
対
策

の
リ
ス
ト
と
し
て
は
生
態
系
被
害

防
止
外
来
種
リ
ス
ト
が
あ
り
ま
す

が
、
外
来
種
の
問
題
は
地
域
に
よ
っ

て
状
況
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
実
情
に
即
し
た
リ
ス

ト
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
外
国
か
ら
の
外
来
種

だ
け
で
な
く
、
国
内
の
他
の
地
域

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
「
国
内
外
来

種
」
の
影
響
も
深
刻
で
す
。
そ
の

た
め
近
年
各
地
の
自
治
体
で
ブ
ル
ー

リ
ス
ト
の
策
定
が
進
ん
で
お
り
、

こ
の
度
東
京
都
で
も
初
め
て
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

●
外

来
種

を
カ

テ
ゴ

リ
分

け

本
リ
ス
ト
に
は
全

614種
（
本
土

部
466種

、
伊
豆
諸
島

389種
）
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
対
策

の
優
先
度
を
決
め
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
種
を
都
内
へ
の
侵
入
・
定

着
段
階
や
被
害
の
大
き
さ
な
ど
に

よ
り
、
「
侵
入
予
防
外
来
種
」
、

「
定
着
防
止
外
来
種
」
、
「
防
除
推

進
外
来
種
」、「
防
除
検
討
外
来
種
」、

「
産
業
管
理
外
来
種
」
に
カ
テ
ゴ

リ
分
け
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

特
定
外
来
生
物
の
ア
ラ
イ
グ
マ
や
、

市
内
の
水
辺
に
大
量
に
生
息
す
る

中
国
原
産
の
シ
ナ
ヌ
マ
エ
ビ
、
昨

年
市
内
の
田
ん
ぼ
で
発
見
さ
れ
た

西
日
本
か
ら
の
国
内
外
来
種
で
あ

る
ヌ
マ
ガ
エ
ル
、
鋭
い
ト
ゲ
が
厄

介
な
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
は

「
防
除
推
進

外
来
種
」
に
、

有
毒
の
ヒ
ア

リ
や
ア
カ
カ

ミ
ア
リ
は

「
定
着
防
止

外
来
種
」
に

指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
外
来
種

対
策
３
＆
３

外
来
種
の
問
題
は
、
生
態
系
へ

の
被
害
だ
け
で
な
く
、
感
染
症
の

持
ち
込
み
や
有
毒
生
物
に
よ
る
被

害
、
農
作
物
の
食
害
な
ど
人
間
生

活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

す
で
に
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
外
来

種
へ
の
対
策
に
加
え
、
さ
ら
な
る

侵
入
や
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
東

京
都
は
こ
れ
ま
で
提
唱
さ
れ
て
き

た
「
外
来
種
被
害
予
防
３
原
則
」

に
加
え
、
新
た
に
「
外
来
種
対
策

行
動
３
原
則
」
を
設
け
、
二
つ
を

合
わ
せ
た
６
つ
の
原
則
を
東
京
都

の
外
来
種
対
策
の
行
動
原
理
と
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
外
来
種
の

侵
入
を
い
ち
は
や
く
見
つ
け
て
拡

散
を
防
ぎ
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
対
策
を
行
っ
て
被
害
を
減
ら

し
、
外
来
種
対
策
に
取
組
む
人
々

の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
同
時
に
公
開
さ

れ
た
「
東
京
都
外
来
種
対
策
行

動
の
手
引
き
」
に
は
、
外
来
種
問

題
に
つ
い
て
イ
ラ
ス
ト
や
図
表
を

交
え
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
京
都

の
Ｈ
Ｐ
か
ら
、

ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

文
・
日
野
の
自
然
を
守
る
会

片
山

敦

新
年
を
迎
え
、
本
格
的
な
寒
い

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
健

康
管
理
に
気
を
遣
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
を
振

り
返
る
と
、
気
候
変
動
な
ど
が
影

響
な
の
か
、
自
然
災
害
や
物
価
の

高
騰
が
続
く
な
ど
、
ま
た
、
各
地

で
は
熊
に
よ
る
人
身
被
害
件
数
が

過
去
最
高
に
達
す
る
な
ど
、
大
変

な
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

日
野
市
内
を
流
れ
る
用
水
路
で

も
年
々
、
藻
な
ど
大
量
の
水
草
が

繁
茂
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
、
水
草
な
ど
が
用

水
路
内
を
堰
き
止
め
て
水
位
が
上

昇
し
水
が
外
へ
溢
れ
出
て
し
い
ま

す
。
緑
と
清
流
課
で
は
、
こ
う
い
っ

た
被
害
を
少
し
で
も
な
く
す
た
め

に
毎
週
約

80ヵ
所
の
用
水
路
の
ポ

イ
ン
ト
点
検
を
お
こ
な
い
、
流
木

や
水
草
、
ゴ
ミ
な
ど
の
除
去
作
業

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
ま
た
水

辺
の
あ
る
風
景
を
大
事
に
し
て
い

き
な
が
ら
水
環
境
保
全
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
今
後
と
も
に
、
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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